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※上記二次元バーコー
　ドをスマートフォン
　などで読み取ると、
　議会ホームページに
　アクセスします。

　去る３月１８日（月）に、西川小
学校で卒業式が行われました。
　真新しい中学校の制服がとても
良く似合う成長した２３名の卒業
生おめでとう！
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いきいきいきいきとと暮らせる町暮らせる町にに
　令和６年第１回定例会は3月1日から12日までの12
日間の日程で開催されました。令和６年度の一般会計
予算は、歳入歳出の総額がそれぞれ74億7800万円
で、前年度と比較して８億2000万円、12.3％の増で
す。生産年齢人口増加に向けて町民の皆さまと協働し、
町外の方から共感を持っていただける町となることを
目指すため、各種予算が編成されました。

【町が示した５つの基本方針】
１ 「稼ぐ！」地域の資源とデジタルを融合させた魅力ある産業、仕事がある西川町をつくる
２ 「つながる！」外に開かれ、みんなをつないでパートナーシップを大事にする西川町をつくる
３ 「育む！」子育ての希望をかなえ、この地域ならではの学びを保障する西川町をつくる
４ 「支え合う！」町民だれもが安心して豊かな心で生活できる魅力的な西川町をつくる
５ 「持続する！」デジタル田園都市の実現に向けて全力を尽くす

特別会計予算 企業会計予算（収益的収支）

令和６年度一般会計予算　74億7800万円

町　税
6 億 5786 万円

（8.8％）
繰入金

8 億 1647 万円
（10.9％）

地方交付税
28 億 5000 万円

（38.1％）

国庫支出金
11 億 7873 万円

（15.8％）

国庫支出金
11 億 7873 万円

（15.8％）

その他依存財源
2 億 1550 万円（2.9％）
その他依存財源
2 億 1550 万円（2.9％）

町債
9 億 1030 万円

（12.2％）

町債
9 億 1030 万円

（12.2％）

県支出金 2 億 5680 万円（3.4％）県支出金 2 億 5680 万円（3.4％）

依存財源依存財源
国や県、借入金に
頼るお金

54億1133万円
（72.4％）

歳入

町民税や固定資産税など
町民の皆さまが納める税金地方消費税交付金や地方譲与税など

基金（町の貯金）
を取り崩して事
業に充てるお金

※（　）は構成比県からの補助金など

全国的に一定水準
の行政サービスを
保つため国から交
付されるお金

自主財源
町で集めるお金
20億6667万円
（27.6％）

その他自主財源
5 億 9234 万円

（7.9％）

その他自主財源
5 億 9234 万円

（7.9％）

大きな事業を実施するために
国や銀行などから借りるお金

依

　存
　財
　源

自
　主

　財
　源

国からの補助金など

使用料や手数料など

総務費
11 億 2624 万円

（15.1％）

民生費
8 億 9179 万円

（11.9％）

衛生費
6 億 9404 万円

（9.3％）土木費
8 億 9830 万円

（12.0％）
商工費

12 億 7224 万円
（17.0％）

教育費
11 億 2082 万円

（15.0％）

災害復旧費
2 億 5497 万円

（4.5％） 公債費
6 億 6524 万円

（8.9％）

農林水産業費
3 億 2887 万円（4.4％）
農林水産業費
3 億 2887 万円（4.4％）

その他 1 億 121 万円（1.4％）その他 1 億 121 万円（1.4％）
庁舎や水沢温泉館などの施設管理、各種
システムの維持、管理などにかかるお金

高齢者や障がい者、子
どもの福祉対策、路線
バスなどにかかるお金

消防や災害対策などに
かかるお金

歳出

農業や林業、畜産業などの
振興にかかるお金

健診や予防接種、
ごみ処理、病院
会計繰出しなど
にかかるお金

道路や河川の維持、
整備、除雪などに
かかるお金

学校教育や生涯学
習、スポーツ振興
などにかかるお金

被災箇所の復旧などにかかるお金

町債として借りた
お金の返済など

商工業や観光業など
の振興にかかるお金

議会費や労働費など

※（　）は構成比

消防費　
2 億 202 万円（2.7％） 

町の貯金（財政調整基金と減債基金の合計）の残高の推移町の貯金（財政調整基金と減債基金の合計）の残高の推移

21億
8127万円
21億

8127万円

令和３年度令和３年度

21億
9917万円
21億

9917万円

令和４年度令和４年度

18億
6008万円
18億

6008万円

令和５年度令和５年度

15億
4633万円
15億

4633万円

令和６年度令和６年度

※左のグラフは企画財政課が作成した
資料に基づくものです。令和４年度
までは決算額、5年度以降は推計です。

※減債基金とは、町債として借りたお
金の返済や、その信用の維持のため
に設ける基金です。

国 民 健 康 保 険 国 民 健 康 保 険
大井沢歯科診療所

寒河江ダム周辺
施 設 管 理 事 業 病 院 事 業 水 道 事 業

6 億 2015 万円
（ 0.4％減 ）

335 万円
（ 29.9％増 ）

398 万円
（ 1.9％増 ）

7 億 6693 万円
（ 0.7％増 ）

2 億 776 万円
（ 1.4％増 ）

後期高齢者医療 介 護 保 険 宅 地 造 成 事 業 公共下水道事業 農業集落排水事業

1 億 1150 万円
（ 16.7％増 ）

7 億 6599 万円
（ 0.5％減 ）

405 万円
（ 34.0％減 ）

1 億 7663 万円
（ ― ）

2502 万円
（ ― ）

※公共下水道事業と農業集落排水事業は令和６年度
　より特別会計から企業会計になりました。

※（　）は前年度比

過去最大

令和６年
第 1 回
定 例 会
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　令和６年度の各会計予算は、予算特別
委員会（議長を除く8人の議員で構成）
での審査に付託されました。
　予算特別委員会では、３月5日から4
日間にわたり各課の予算説明を受け、質
疑を行いました。主な内容を紹介します。

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
全
戸

配
付
に
よ
っ
て
町
報

お
知
ら
せ
な
ど
印
刷
物
の

配
布
を
廃
止
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
は
い
つ
頃
で
す
か
。

つ
な
ぐ
課

当
面
は
並
行
し
て
実

施
し
ま
す
が
、
戸
別
配
布

を
お
願
い
し
て
い
る
隣
組

長
さ
ん
の
高
齢
化
も
あ
っ

て
、
負
担
軽
減
の
要
望
も

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

い
じ
め
問
題

い
じ
め
問
題
対
応
委

員
は
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

ま
た
今
年
度
は
い
じ
め
問

題
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。

学
校
教
育
課

委
員
は
重
大
事
案
が

発
生
し
た
時
に
お
願
い
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今

ま
で
事
案
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
の
で
支
出
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

い
じ
め
認
知
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
小
学
校

で
は
、
か
ら
か
い
や
叩
か

れ
た
な
ど
30
件
ほ
ど
あ
り

ま
し
た
の
で
聞
き
取
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
中
学
校

は
０
件
で
す
。

問問 答答

残
留
物
処
理

旧
西
部
中
学
校
校
舎

の
残
留
物
廃
棄
費
用

と
し
て
１
２
５
４
万
円
を

予
算
計
上
し
て
い
ま
す
が
、

破
産
に
よ
る
法
定
管
財
人

管
理
物
件
に
対
し
て
事
業

執
行
は
可
能
で
す
か
。

企
画
財
政
課

管
財
人
管
理
の
体
育

館
を
除
く
、
旧
西
部
中
学

校
教
室
な
ど
校
舎
の
残
留

物
処
理
を
実
施
し
ま
す
。

問答

休
日
出
勤
手
当

休
日
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
に
よ
る
職
員
の
休

日
出
勤
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
手
当
支
給
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

総
務
課

休
日
出
勤
に
対
し
て

は
振
替
休
日
を
取
得
す
る

よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ナ
ラ
枯
れ
防
止

ナ
ラ
枯
れ
被
害
防

止
対
策
事
業
は
ど

の
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
。

み
ど
り
共
創
課

月
岡
・
本
道
寺
地

区
で
病
害
虫
駆
除
の
お
と

り
丸
太
の
設
置
を
行
っ
て

い
ま
す
。
現
状
で
は
大
井

沢
・
志
津
方
面
へ
の
ナ
ラ

枯
れ
は
進
行
し
て
い
ま
せ

ん
。

商
工
振
興
資
金
融
資

西
川
町
商
工
振
興
資

金
融
資
貸
付
金
の
利

用
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

商
工
観
光
課

か
せ
ぐ
課
準
備
室

こ
ち
ら
の
融
資
事
業
は
平

成
30
年
度
に
終
了
し
て
い

ま
す
の
で
新
規
で
の
実
行

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の

利
用
者
数
は
５
件
で
す
。

　

令
和
元
年
度
よ
り
、
事

業
性
評
価
融
資
制
度
を
導

入
し
て
い
ま
す
の
で
こ
ち

ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
補
助
が
予
算
に
計

上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
支

援
は
行
わ
な
い
の
で
す
か
。

健
康
福
祉
課　

事
務
ス
タ
ッ
フ
２
名

の
報
酬
を
集
落
支
援
員
と

し
て
、
国
の
補
助
を
活
用

し
て
支
援
し
ま
す
。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等

の
運
営
支
援
は
今
後
の
協

議
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

の
更
新
理
由
と
財
源

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

建
設
水
道
課　

平
成
12
年
の
登
録
で

更
新
基
準
で
あ
る
１１
年
を

大
幅
に
超
え
て
い
ま
す
。

　

毎
年
の
整
備
費
用
が
年

ご
と
に
か
さ
ん
で
き
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
た
び
整

備
を
行
な
わ
な
い
で
更
新

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

財
源
は
緊
急
自
然
災
害

防
災
対
策
事
業
債
を
活
用

し
ま
す
。

問問

問問

答答

答答

文
化
施
設
利
用
状
況

歴
史
文
化
資
料
館
・

丸
山
薫
記
念
館
・
大

井
沢
伝
承
館
の
利
用
者
数

と
、
今
後
の
活
用
方
法
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。生

涯
学
習
課

令
和
５
年
度
の
利
用

者
数
は
、
歴
史
文
化
資
料

館
３
３
２
４
人
・
丸
山
薫

記
念
館
２
０
４
人
・
大
井

沢
伝
承
館
２
８
１
８
人
で

す
。

　

今
後
は
こ
れ
ら
の
施
設

を
連
携
し
た
活
用
を
考
え
、

観
光
課
で
利
活
用
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

福
祉
バ
ス

福
祉
バ
ス
を
利
用
し

や
す
く
で
き
ま
せ
ん

か
。

町
民
税
務
課

福
祉
団
体
を
優
先
し

ま
す
が
、
空
い
て
い
る
と

き
は
有
効
利
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
条
件
を
緩
和

し
て
行
き
ま
す
。

　

運
行
上
避
け
ら
れ
な
い

条
件
も
あ
り
ま
す
が
町
の

活
性
化
、
町
内
の
活
動
組

織
・
団
体
の
活
性
化
目
的

に
利
用
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問問 答答

▲

タ
ブ
レ
ッ
ト

▲

旧
西
部
中
学
校
校
舎

▲
西
川
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▲

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車

▲

歴
史
文
化
資
料
館

▲

福
祉
バ
ス

担　当　課
説　明

予　算
特別委員会

令和６年度会計 町民の未来のため町民の未来のため
　　　　66年度予算を問う年度予算を問う

▲

ナ
ラ
枯
れ

問答
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議案番号 件　名 議案の主な内容
同意第1号 副町長の選任 内藤翔吾さん（福井県福井市）を選任する。
同意第2号 教育委員会教育長の任命 前田雅孝さん（睦合）を引き続き任命する。

同意第3号 監査委員の選任
髙橋將さん（吉川）が令和 6 年 3月7日をもって任
期満了となるので、その後任として古沢美代子さん
（綱取）を選任する。

同意第 4号 町有林運営委員会委員の任命

学識経験者である荒木周一さん（間沢）、松田昌一
さん（吉川）の 2 名は、令和 6 年 3月12日をもっ
て任期満了となるので引き続き任命する。荒木俊男
さん（沼山）は令和 6 年 6月2日をもって任期満了
となるので、その後任として渋谷智之さん（海味）
を新たに任命する。

議第 9号 産業振興複合施設整備工事請負契約
の一部変更

工事を実施した結果、設計の一部を変更して実施
する。

議第10 号 産業振興複合施設条例の設定 産業振興複合施設を設置する。

議第11号 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例等の一部を改正する条例の設定

地方自治法の一部を改正する法律の公布に伴い、
会計年度任用職員に勤勉手当を支給する。

議第12号 課設置条例の一部を改正する条例の制定 商工観光課を廃止し、かせぐ課及び観光課を新設する。

議第13号 開発センター条例の一部を改正する条
例の制定

名称を「開発センター」から「あいべ」に変更し、
規定の整備を図る。

議第14号 道路占用料徴収条例の一部を改正する
条例の制定

道路法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、
本町の道路占用料及び行政財産の使用料の額を改
定する。

議第15号 スクールバス条例の一部を改正する条
例の制定

運行経路等の見直しを行うことに伴い、規定の整
備を図る。

発議第1号 健康保険証を廃止せず存続を求める意
見書

誰もが安心して医療を受けられるために、現行の保険
証を廃止せず、利用することができるよう強く要望する。

【人事案、条例案等】

（万円単位表示にするため千円以下の端数を調整）
議案番号 会　計 補正の主な内容（▲印は減額） 補正額 補正後の予算額

議第16号 一般会計（第 11号）
事務事業の完了、急を要する事務事
業、繰越明許費の追加、債務負担
行為の追加及び地方債の変更など

▲ 1373 万円 76 億 2249 万円

議第17号 国民健康保険特別会計
（第 3号） 総務費の追加 1万円 6 億 3292 万円

議第18号 病院事業会計（第2号）
※資本的収支 事業費の精算見込みに伴う減 ▲ 3000 万円 7176 万円

【令和5年度各会計補正予算】

令和 6 年第 1 回定例会に提出された主な議案 　３月11日、議場で予算特別
委員会を開催し、令和６年度
の各会計予算の審査、採択を
行いました。主な質疑の内容
などを紹介します。

総　括
質　疑

集
落
支
援
員

デ
ジ
田
関
係
に
集
落

支
援
員
が
入
っ
て
い

ま
す
が
、
町
雇
用
16
人
は

ど
こ
で
何
を
す
る
の
で
す

か
。
ま
た
、
外
部
委
託
７

人
の
委
託
先
は
ど
こ
で
す

か
。

つ
な
ぐ
課

町
雇
用
16
人
は
、
保

育
園
の
活
動
や
集
落
営
農

支
援
、
観
光
施
設
の
維
持

な
ど
の
地
域
課
題
解
決
の

た
め
に
、
集
落
支
援
員
の

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
マ

ン
パ
ワ
ー
の
不
足
を
解
消

し
て
い
き
ま
す
。

　

外
部
委
託
先
と
し
て
は

総
合
開
発
㈱
、
交
通
弱
者

対
策
と
し
て
は
月
山
観
光

タ
ク
シ
ー
㈱
、
地
域
福
祉

と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
予
算

令
和
6
年
度
予
算
に
、

ね
た
き
り
老
人
介
護

者
激
励
金
、
人
工
透
析
患

者
通
院
助
成
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
で
す
か
。

健
康
福
祉
課

そ
の
二
つ
の
事
業
は

当
初
予
算
に
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
方
々
と
の
対

話
が
不
足
し
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
し
て
、
ニ
ー
ズ

を
き
ち
ん
と
把
握
し
て
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

あ
い
べ
環
境
整
備
工
事

あ
い
べ
の
環
境
整
備

工
事
は
ど
の
よ
う
な

工
事
を
行
う
の
で
す
か
。

ま
な
ぶ
課
の
事
務
所
開
設

の
た
め
の
予
算
な
の
で
す

か
。

生
涯
学
習
課

デ
ジ
タ
ル
田
園
交
付

金
を
申
請
中
で
す
の
で
、

詳
細
は
後
程
に
な
り
ま
す

が
、
整
備
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
ま
な
ぶ
課

の
新
し
く
設
置
す
る
と
こ

ろ
と
、
あ
い
べ
サ
ロ
ン
と

学
校
に
行
け
な
く
な
っ
た

ら
そ
こ
で
勉
強
し
て
い
た

だ
く
と
こ
ろ
な
ど
の
た
め

に
使
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

問

問

問

答

答

答

本会議及び予算特別委員会における会計ごとの採決の状況
会　　　　　計 認定の状況

本会議 予算特別委員会
一　般　会　計 議第20号 可決（賛成多数） 可決（賛成多数）

特 別 会 計

国民健康保険会計 議第21号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
寒河江ダム周辺施設管理事業会計 議第22号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
後期高齢者医療会計 議第23号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
介護保険会計 議第24号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
宅地造成事業会計 議第25号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

企 業 会 計

病院事業会計 議第26号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
水道事業会計 議第27号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
公共下水道事業会計 議第28号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）
農業集落排水事業会計 議第29号 可決（全員賛成） 可決（全員賛成）

審議
採決

　

佐
藤
光
康
議
員

　

ま
ず
第
一
に
、
多
く
の

事
業
が
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
交
付
金
を
財

源
と
し
て
ま
す
が
、
そ
の

事
業
に
つ
い
て
の
説
明
資

料
が
な
く
、
あ
る
の
は
実

施
事
業
の
項
目
を
挙
げ
た

だ
け
の
プ
リ
ン
ト
だ
け

で
、
具
体
的
な
事
業
内
容

は
不
明
の
ま
ま
で
す
。

　

第
二
に
、
産
業
振
興
複

合
施
設
や
月
山
湖
カ
ヌ
ー

ス
プ
リ
ン
ト
競
技
場
の
艇

庫
整
備
事
業
、
水
沢
地
区

に
整
備
予
定
の
仕
事
と
観

光
拠
点
施
設
、
地
ビ
ー
ル

製
造
工
場
の
増
設
設
計
業

務
・
開
発
許
可
業
務
委
託

な
ど
大
き
な
事
業
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
か
ら

事
業
費
が
く
る
と
い
っ
て

も
、
町
の
負
担
は
残
り
ま

す
。
丁
寧
な
事
業
説
明
と

慎
重
な
検
討
が
必
要
で

す
。

　

町
民
の
代
表
で
あ
る
議

員
の
皆
さ
ん
が
、
十
分
に

熟
慮
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

古
澤
俊
一
議
員

　

昨
年
12
月
、
国
の
公
表

資
料
に
よ
れ
ば
、
西
川
町

の
人
口
に
関
し
て
、
２
０

２
０
年
が
１
０
０
と
す
る

と
、
30
年
後
の
２
０
５
０

年
に
は
40
と
な
り
、
２
０

０
０
人
を
割
り
込
み
、
統

計
上
県
内
で
最
も
人
口
減

少
が
厳
し
い
市
町
村
と
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
菅
野

町
長
が
就
任
以
来
、
生
産

年
齢
人
口
減
少
が
10
人
程

度
に
止
ま
っ
た
り
、
高
齢

化
率
も
47
％
台
か
ら
２
年

間
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
職
員
や
町

民
を
巻
き
込
ん
だ
挑
戦
の

賜
物
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
西
川
が
生
き
残
る
に

は
、
挑
戦
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
挑
戦
な
く
し
て
、

人
・
モ
ノ
・
資
金
は
呼
び

込
め
ま
せ
ん
。

　

町
民
、
職
員
、
町
外
の

フ
ァ
ン
の
思
い
が
詰
ま
っ

た
令
和
６
年
度
一
般
会
計

予
算
に
賛
成
し
ま
す
。

討
論
（
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
）

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

賛
成

反
対

▲あいべ
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９
人
の
一
般
質
問

９
人
の
一
般
質
問

質問事項（発言順）

具
体
的
な
取
組
み

高
齢
者
・
子
育
て
・

福
祉
・
生
涯
学
習
の

具
体
的
な
取
組
み
は
ど
の

よ
う
な
考
え
が
あ
り
ま
す

か
。

町
と
町
民
を
つ
な
ぐ

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

て
、防
災
情
報
だ
け
で

な
く
、行
政
と
町
民
の
つ
な

が
り
を
縮
め
て
90
%
以
上

の
利
用
率
と
し
ま
す
。

耐
震
化
率

現
在
の
耐
震
化
率
と

耐
震
改
修
に
対
す
る

補
助
金
の
率
及
び
金
額
の

ア
ッ
プ
を
含
め
た
今
後
の

方
針
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

耐
震
改
修
促
進
計
画

町
内
の
耐
震
化
率
は

令
和
４
年
度
で
76.

6

％
で
す
が
、特
に
高
齢
者
世

帯
に
対
す
る
耐
震
化
の
必

要
性
を
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。ま
た
金
額
に
つ
い
て

は
他
の
自
治
体
を
調
べ
対

応
し
ま
す
。

週
休
２
日
確
保

工
事
要
項
の
周
知
方

法
と
発
注
を
含
め
た

管
理
な
ど
ど
の
よ
う
に
運

用
し
て
い
く
方
針
な
の
か

お
聞
き
し
ま
す
。

適
切
な
森
林
管
理

町
単
独
間
伐
・
里
山

林
整
備
事
業
の
継
続

と
伐
採
後
の
植
林
を
す
す

め
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

防
災
ベ
ッ
ド

防
災
ベ
ッ
ド
や
シ
ェ

ル
タ
ー
に
対
す
る
補

助
金
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

県
と
一
緒
に
補
助

リ
フ
ォ
ー
ム
な
の
か
耐

震
改
修
な
の
か
明
確

化
し
、使
い
易
い
よ
う
改
善

し
広
報
し
て
い
き
ま
す
。

保
育
園
の
設
備

使
え
な
く
な
っ
て
い

る
空
調
・
床
暖
房
設

備
は
、
園
児
の
健
康
管
理

上
で
も
大
切
で
す
。
修
理

計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

資
金
確
保
す
る

総
務
省
に「
市
町
村

こ
ど
も
計
画
」を
で

き
る
だ
け
早
く
提
出
し
、

資
金
的
な
支
援
を
確
保
し

て
、修
繕
を
行
い
ま
す
。

問

問

問

問

問

問

５番　佐
さ と う

藤　仁
ひとし

 議員

2番　飯
い い の

野　幹
み き お

夫 議員

答

答

答

答答

木
造
住
宅
及
び
水
道
管
を
含
め
た

                          

設
備
の
耐
震
化
は

建
設
業
の
働
き
方
改
革
に
対
す
る
対
応
は

森
林
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

町
長
の
一
期
目
、
今
後
注
力
す
る
二
年
間
の
政
策
は

一般質問

佐藤　仁　議員… ………………………………… P9
１　木造住宅及び水道管を含めた設備の耐震化について
２　建設業の働き方改革に対する町の対応について

飯野　幹夫　議員… ……………………………… P9
１　今後２年間、菅野町長の注力する政策について
２　森林資源の活用について

佐藤　大　議員… ………………………………… P10
１　町立病院経営強化プランの策定状況と今後の取り
　　組みについて
２　今後の行政組織体制はこのままで良いのか

佐藤　耕二　議員… ……………………………… P10
１　町の防災対策と安全な暮らしのために

菅野　邦比克　議員……………………………… P11
１　移動式トイレトレーラーの配備を
２　ケーシーフレーム株式会社からの配当は

佐藤　光康　議員… ……………………………… P11
１　森林環境譲与税の使い方について
２　株式会社CASEと地域おこし協力隊について

荒木　俊夫　議員… ……………………………… P12
１　安全・安心なまちづくりの防災対策について
２　少雪に伴う事業者支援について

大泉　奈美　議員… ……………………………… P12
１　帯状疱疹ワクチン予防接種補助について

古澤　俊一　議員… ……………………………… P13
１　町内に存在する魅力を発信する構想

９
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

　

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ

の
課
題
等
に
つ
い
て
町
の
考

え
方
や
疑
問
を
た
だ
す
の
が

一
般
質
問
で
す
。

　

今
回
の
第
１
回
定
例
会
で

は
議
長
を
含
む
９
人
の
議
員

が
登
壇
し
ま
し
た
。
質
問
と

答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
お

伝
え
し
ま
す
。

そ
こ
が
聞
き
た
い

そ
こ
が
聞
き
た
い

※第１回定例会の傍聴者は延べ37人、YouTubeでの視聴者は延べ4,894人で  
　した。ご覧いただいた皆さん、ありがとうございました！　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和6年3月末時点）

★今回から1ページに2人分の
　内容になりました。

定
期
的
な
対
話

周
知
は
個
別
に
お
知

ら
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
県
か
ら
の
通
知
に
準

じ
て
運
用
を
行
い
、建
設
ク

ラ
ブ
さ
ん
な
ど
と
定
期
的

に
対
話
を
行
う
よ
う
計
画

を
し
て
い
ま
す
。

継
続
し
た
森
林
管
理

森
林
管
理
支
援
は
、

町
有
林
整
備
・
森
林

環
境
譲
与
税
活
用・美
し
い

森
づ
く
り
基
盤
整
備
事
業

と
し
て
、継
続
実
施
し
ま

す
。

▲整備した杉林

▲耐震ベッド
（イメージ）

答
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９
人
の
一
般
質
問

９
人
の
一
般
質
問

避
難
所一

次
避
難
所
と
二
次

避
難
所
を
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
表
示
し
て
は
ど

う
で
す
か
。

自
主
防
災
組
織

近
隣
の
避
難
所
を
地

域
の
皆
さ
ん
で
確
認

し
な
が
ら
、
各
自
主
防
災

組
織
で
周
知
徹
底
し
て
ほ

し
い
と
考
え
ま
す
。

条
例
の
制
定

交
通
被
害
や
性
犯
罪

な
ど
も
含
む
「
犯
罪

被
害
者
等
支
援
条
例
」
を

制
定
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

６
月
定
例
会

基
本
法
に
自
治
体
の

責
務
と
あ
り
ま
す
の

で
６
月
定
例
会
に
上
程
し

ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
で
の
活
用

温
泉
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ

ー
や
移
動
式
サ
ウ
ナ

で
配
備
す
れ
ば
、
快
適
性

や
環
境
面
で
も
効
果
的
と

考
え
ま
す
が
計
画
は
あ
り

ま
す
か
。

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

は
金
額
も
高
い
し
保

管
場
所
も
難
し
い
。

災
害
対
応

災
害
時
に
も
大
変
活

躍
し
ま
す
。ぜ
ひ
対
応

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

西
川
町
防
災
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
周
知
と

避
難
所
の
耐
震
化
及
び
備

蓄
品
の
状
況
は
ど
う
で
す

か
。

タ
ブ
レ
ッ
ト

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
て
周
知
し
て
い
き

ま
す
。
各
避
難
所
の
備
蓄

は
毛
布
７
～
８
枚
、
ア
ル

フ
ァ
米
が
５０
食
で
す
。
そ

の
他
あ
い
べ
に
ア
ル
フ
ァ

米
3
0
0
食
な
ど
保
管
し

て
い
ま
す
。

配
当西

川
町
も
債
権
が
あ

り
ま
す
が
、
配
当
は

あ
り
ま
し
た
か
。

C
A
S
E
と
の
関
係

空
き
家
を
活
用
し
て

地
域
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
き
た
株
式
会
社

C
A
S
E
と
町
の
関
係
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

連
携
協
定
は
解
消

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
国
の
制
度
が
変
わ

り
、C
A
S
E
の
方
針
と

町
の
考
え
方
も
違
っ
て
き

た
た
め
、C
A
S
E
と
の
包

括
連
携
協
定
は
解
消
し
て

い
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税

来
年
度
の
森
林
環
境

譲
与
税
は
い
く
ら
に

な
り
、
主
に
何
に
使
い
ま

す
か
。

検
討
し
ま
す

一
自
治
体
で
持
つ
よ

り
も
広
域
連
携
の
中

で
持
て
る
か
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

問問

問

問

問 問

問 問

10番　菅
か ん の

野 邦
くに

比
ひ こ

克 議員

6番　佐
さ と う

藤　光
みつやす

康 議員 8番　佐
さ と う

藤　耕
こ う じ

二 議員

答

答

答

答答

答

答

町
の
防
災
対
策
と

　
　
　
　
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に

ケ
ー
シ
ー
フ
レ
ー
ム
か
ら
の
配
当
は

移
動
式
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
配
備
を

C
A
S
E
の
空
き
家
管
理
は

森
林
環
境
譲
与
税
は

回
答
は
で
き
な
い

地
方
公
務
員
法
第
34

条
の
規
定
で
守
秘
義

務
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

回
答
は
で
き
ま
せ
ん
。

空
き
家
管
理

C
A
S
E
所
有
の
空

き
家
管
理
は
ど
の
よ

う
に
な
り
ま
す
か
。

C
A
S
E
が
管
理
運
営

C
A
S
E
の
西
川
拠

点
が
責
任
を
も
っ
て

管
理
運
営
を
す
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

3
0
0
0
万
円

約
３
０
０
０
万
円
で

す
。
林
道
整
備
に
２

０
０
０
万
円
、
そ
の
他
に

中
学
校
の
西
山
杉
を
使
っ

た
天
板
設
置
、
町
営
造
林

の
伐
採
な
ど
に
使
い
ま
す
。

答

答 問

重
点
基
本
方
針
の
具

現
化
の
た
め
、
実
行

チ
ー
ム
を
編
成
し
毎
月
一

回
検
証
を
行
い
、
役
場
内

の
病
院
経
営
強
化
チ
ー
ム

と
課
題
を
共
有
し
病
院
改

革
評
価
委
員
を
設
置
し
て

年
二
回
評
価
を
行
い
ま
す
。

プ
ラ
ン
の
実
行
体
制

プ
ラ
ン
の
実
行
体
制

を
整
え
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

室
長
を
配
置

実
行
す
る
た
め
の
室

長
を
置
き
、
副
町
長

の
も
と
で
強
化
プ
ラ
ン
の

進
捗
を
管
理
す
る
組
織
を

作
り
ま
す
。

前
プ
ラ
ン
の
検
証

現
在
の
経
営
状
況
は

赤
字
が
拡
大
し
て
い

ま
す
。
前
改
革
プ
ラ
ン
の

検
証
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

充
分
で
な
か
っ
た

医
業
収
益
の
減
少
、

人
件
費
・
諸
経
費
の

増
加
な
ど
に
よ
り
赤
字
が

出
て
い
ま
す
。前
プ
ラ
ン
に

お
い
て
は
業
務
改
善
・
収

益
改
善
に
取
り
組
み
ま
し

た
。立
て
た
計
画
が
次
年

度
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、十
分
な
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

プ
ラ
ン
の
検
証
強
化

町
立
病
院
強
化
プ
ラ

ン
の
検
証
体
制
の
強

化
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

検
証
・
評
価
を
行
う

問問

問

１番　佐
さ と う

藤　大
だい

 議員

答

答答

町
立
病
院
強
化
プ
ラ
ン
の

　
　
　
　
　
策
定
状
況
と
取
り
組
み
は

▲町立病院受付

※
今
後
の
行
政
組
織
体
制
は
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か　

の
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

▲

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

▲

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
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９
人
の
一
般
質
問

９
人
の
一
般
質
問

支
援
し
ま
す

維
持
で
き
る
町
道
除

雪
を
確
保
す
る
た
め
、

待
機
料
の
支
払
い
と
待
機

料
を
含
め
た
契
約
に
し
ま

す
。町
民
ス
キ
ー
場
は
、営

業
準
備
や
機
器
点
検
、環

境
整
備
業
務
も
運
営
補
助

の
対
象
に
し
ま
す
。

実
施
し
ま
す

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
シ
テ
ィ
ー
宣
言

と
い
う
枠
組
み
の
中
で
実

施
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

仁
田
山
放
牧
場

土
壌
の
悪
化
や
放

牧
頭
数
も
減
少
し

て
い
ま
す
。
今
後
の
方
向

性
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

畜
産
農
家
の
意
向
も

財
政
状
況
を
鑑
み
厳

し
い
状
況
で
あ
る
が
、

町
内
の
畜
産
農
家
が
活
用

し
て
い
る
現
状
で
、
利
用

者
の
意
向
も
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
意
向
も
踏
ま

え
今
後
精
査
し
て
い
き
ま

す
。

デ
ジ
タ
ル
化

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事

業
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

対
応
し
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
ポ
イ
ン
ト
に

加
え
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

参
考
に
し
ま
す

タ
ブ
レ
ッ
ト
ア
プ
リ
に

つ
い
て
は
、デ
ジ
タ
ル
化

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
に
町
立

病
院
で
の
各
種
予
防
接
種

を
ポ
イ
ン
ト
に
加
え
る
こ

と
は
参
考
に
し
ま
す
。

女
性
部
の
活
動
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

活
動
中
で
す

15
人
の
女
性
団
員
が

火
災
予
防
広
報
や
救

急
救
命
指
導
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
避
難
所
運
営
の

支
援
も
行
い
ま
す
。

「
ガ
ッ
さ
ん
」君
の
看
板

西
川
町
の
知
名
度
を

さ
ら
に
上
げ
る
た
め

に
、
国
道
沿
い
に
数
ヶ
所

と
、
他
施
設
に
「
ガ
ッ
さ

ん
」
君
の
等
身
大
の
看
板

を
設
置
し
、
歓
迎
・
送
迎

の
お
も
て
な
し
も
入
れ
設

置
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

電
光
掲
示
板

宣
伝
の
動
き
が
早
い

町
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の

活
用
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

水
力
発
電
施
設
が
多

く
あ
り
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
な
ど
も
進
行
中
、

森
林
も
合
わ
せ
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
宣
言
を

提
案
し
ま
す
。

町
道
除
雪
・
ス
キ
ー
場

少
雪
に
伴
う
町
道
除

雪
と
町
民
ス
キ
ー
場

運
営
の
事
業
者
支
援
は
ど

う
し
ま
す
か
。

消
防
団
に
つ
い
て

消
防
団
の
再
編
成
に

つ
い
て
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

検
討
し
て
い
ま
す

定
員
を
3
0
0
人
か

ら
2
7
0
人
に
し
ま

し
た
が
、
団
・
部
の
編
成

に
つ
い
て
は
、
消
防
団
と

検
討
中
で
す
。

早
期
の
実
現

令
和
５
年
１２
月
議
会

で
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
補
助
に
つ
い
て
質
問
を

し
、
町
か
ら
は
、
８
人
以

上
の
希
望
者
が
あ
れ
ば
行

い
ま
す
。
と
の
回
答
で
し

た
。
２
月
２７
日
に
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
希
望
者
と
一
緒

に
、
２１
人
の
名
簿
と
要
望

書
を
町
に
提
出
し
ま
し
た
。

早
期
に
実
現
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

予
算
化
し
ま
す

５０
才
以
上
で
、接
種

場
所
は
町
立
病
院
で

す
。補
助
率
は
他
市
町
村

と
見
比
べ
て
、６
月
定
例
会

の
補
正
予
算
に
盛
り
込
み

た
い
と
思
い
ま
す
。事
業
を

行
う
前
に
は
説
明
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問 問問 問

問

問

９番　古
ふるさわ

澤　俊
しゅんいち

一 議員 ４番　荒
あ ら き

木　俊
と し お

夫 議員

７番　大
おおいずみ

泉　奈
な み

美 議員

答

答

答答 答 答

町
内
の
魅
力
の
発
信

少
雪
に
伴
う
事
業
者
支
援
対
策

安
全
安
心
な
防
災
対
策

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
補
助

▲女性部小隊訓練▲ 「ガッさん」君パネル

答 ▲

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
チ
ラ
シ

答

問 問

9

９
人
の
一
般
質
問

具
体
的
な
取
組
み

高
齢
者
・
子
育
て
・

福
祉
・
生
涯
学
習
の

具
体
的
な
取
組
み
は
ど
の

よ
う
な
考
え
が
あ
り
ま
す

か
。町

と
町
民
を
つ
な
ぐ

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

て
、防
災
情
報
だ
け
で

な
く
、行
政
と
町
民
の
つ
な

が
り
を
縮
め
て
90
%
以
上

の
利
用
率
と
し
ま
す
。

耐
震
化
率

現
在
の
耐
震
化
率
と

耐
震
改
修
に
対
す
る

補
助
金
の
率
及
び
金
額
の

ア
ッ
プ
を
含
め
た
今
後
の

方
針
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

耐
震
改
修
促
進
計
画

町
内
の
耐
震
化
率
は

令
和
４
年
度
で
76.

6

％
で
す
が
、特
に
高
齢
者
世

帯
に
対
す
る
耐
震
化
の
必

要
性
を
お
伝
え
し
て
い
き

ま
す
。ま
た
金
額
に
つ
い
て

は
他
の
自
治
体
を
調
べ
対

応
し
ま
す
。

週
休
２
日
確
保

工
事
要
項
の
周
知
方

法
と
発
注
を
含
め
た

管
理
な
ど
ど
の
よ
う
に
運

用
し
て
い
く
方
針
な
の
か

お
聞
き
し
ま
す
。

適
切
な
森
林
管
理

町
単
独
間
伐
・
里
山

林
整
備
事
業
の
継
続

と
伐
採
後
の
植
林
を
す
す

め
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

防
災
ベ
ッ
ド

防
災
ベ
ッ
ド
や
シ
ェ

ル
タ
ー
に
対
す
る
補

助
金
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

県
と
一
緒
に
補
助

リ
フ
ォ
ー
ム
な
の
か
耐

震
改
修
な
の
か
明
確

化
し
、使
い
易
い
よ
う
改
善

し
広
報
し
て
い
き
ま
す
。

保
育
園
の
設
備

使
え
な
く
な
っ
て
い

る
空
調
・
床
暖
房
設

備
は
、
園
児
の
健
康
管
理

上
で
も
大
切
で
す
。
修
理

計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

資
金
確
保
す
る

総
務
省
に「
市
町
村

こ
ど
も
計
画
」を
で

き
る
だ
け
早
く
提
出
し
、

資
金
的
な
支
援
を
確
保
し

て
、修
繕
を
行
い
ま
す
。

問

問

問

問

問

問

５番　佐
さ と う

藤　仁
ひとし

 議員

2番　飯
い い の

野　幹
み き お

夫 議員

答

答

答

答答

木
造
住
宅
及
び
水
道
管
を
含
め
た

                          

設
備
の
耐
震
化
は

建
設
業
の
働
き
方
改
革
に
対
す
る
対
応
は

森
林
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

町
長
の
一
期
目
、
今
後
注
力
す
る
二
年
間
の
政
策
は

定
期
的
な
対
話

周
知
は
個
別
に
お
知

ら
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
県
か
ら
の
通
知
に
準

じ
て
運
用
を
行
い
、建
設
ク

ラ
ブ
さ
ん
な
ど
と
定
期
的

に
対
話
を
行
う
よ
う
計
画

を
し
て
い
ま
す
。

継
続
し
た
森
林
管
理

森
林
管
理
支
援
は
、

町
有
林
整
備
・
森
林

環
境
譲
与
税
活
用・美
し
い

森
づ
く
り
基
盤
整
備
事
業

と
し
て
、継
続
実
施
し
ま

す
。

▲杉林

▲耐震ベッド
（イメージ）

答 ▶

今回から一般質問は　
　1ページに2人分の
　内容になりました。

紙面を一部紙面を一部
   リニューアル !   リニューアル !

　議場で行う本会議はインターネットで中
継しているほか、過去の映像を視聴すること
もできます。
　町HPやYoutubeから、ぜひご覧ください。
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令和６年
第1・2 回
臨 時 会

　令和６年第１回臨時会が１月25日に、第２回臨時会が２月20日に開催
されました。一般会計の補正予算案や、辺地に係る総合整備計画の策定、
町施設の指定管理者の指定、手数料条例の一部を改正する条例案等を
審議し、全て全員賛成で可決しました。

【補正予算】

【補正予算】

【一般・条例】

令和６年第 1 回臨時会に提出された主な議案

令和６年第 2 回臨時会に提出された主な議案

議案番号 会　計 補正の主な内容（詳細は欄外参照） 補正額 補正後の予算額
議第 1号 一般会計(第9号) 急を要する事業の経費 2億1994万円 2億1994万円 76億3622万円

議案番号 会　計 補正の主な内容（詳細は欄外参照） 補正額 補正後の予算額
議第 8 号 一般会計 ( 第10 号 ) 債務負担行為の追加 増減なし 76億3622万円

議案番号 件　名 議案の主な内容
議第 2 号 辺地に係る総合整備計画の策定 志津・月山沢・砂子関・月岡・本道寺辺地に係る総合整

備計画を策定する。
議題 3 号 総合交流促進センターの指定管理者の指定 総合交流促進センターの指定管理者を指定する。
議題 4 号 水沢温泉館の指定管理者の指定 水沢温泉館の指定管理者を指定する。
議題 5 号 大井沢温泉館の指定管理者の指定 大井沢温泉館の指定管理者を指定する。

議題 6 号 月山避難小屋清川行人小屋の指定管理者の
指定 月山避難小屋清川行人小屋の指定管理者を指定する。

議第 7 号 手数料条例の一部を改正する条例の制定 戸籍電子証明情報の発行及び本籍地以外での戸籍謄本
の発行を可能とするとともに、規定の整備を図る。

（千円以下の金額を四捨五入）

（千円以下の金額を四捨五入）

議
会
か
ら

　

対
話
の
集
い
は
結
論
を

求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
町
民
の
方
々
が

社
会
福
祉
協
議
会
・
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
必
要
と

し
て
い
る
か
が
大
事
な
こ

と
で
あ
り
ま
し
て
、
み
ん

な
で
意
見
を
聞
き
な
が
ら

す
す
め
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。
収
益
確
保
を
考
え
れ

ば
、
直
接
的
な
面
で
は
使

用
料
を
い
た
だ
く
べ
き
で

す
が
、
間
接
的
に
考
え
れ

ば
大
広
間
と
か
入
浴
に
よ

り
利
用
料
を
い
た
だ
け
る

効
果
に
期
待
す
べ
き
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
、
受

け
入
れ
側
の
立
場
・
状
況

を
考
え
た
対
応
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
今
後
も
協
議

会
の
皆
様
と
議
会
が
連
携

し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

安全・安心のために安全・安心のために

　戸籍の附票システム改修費287万円、町の特産品アドバイザー業務30万円、個人版ふるさと納税業務経費2億
　1503万円、消防サイレン修繕費54万円、三山電車保存会への負担金120万円

議会傍聴のご案内 ―次期定例会は６月です。（6 月 7 日からの予定）

議
会
全
員
協
議
会

■
２
月
20
日　

令
和
６
年
度
予
算（
案
）内
示

■
３
月
12
日　

町
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン（
案
）ほ
か

議
会
運
営
委
員
会

■
１
月
23
日　

令
和
６
年
第
１
回
臨
時
会
の
運
営

■
２
月
16
日　

令
和
６
年
第
２
回
臨
時
会
の
運
営

■
２
月
20
日　

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
の
運
営

■
３
月
21
日　

令
和
６
年
第
３
回
臨
時
会
の
運
営

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

■
３
月
５
日　

請
願
審
査
、閉
会
中
の
継
続
調
査
ほ
か

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
３
月
５
日　

閉
会
中
の
継
続
調
査
ほ
か

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

■
３
月
１
日　

議
会
だ
よ
り
1
2
8
号
編
集
会
議

■
３
月
15
日　

入
稿
前
編
集
会
議

■
３
月
19
日　

第
１
回
校
正

■
３
月
22
日　

第
２
回
校
正

■
３
月
29
日　

第
３
回
校
正

■
４
月
５
日　

第
４
回
校
正
、校
了

そ
の
他

■
１
月
30
日　

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
対
話
会

議会の動き議会の動き

ご
参
加
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

町民と議会の対話の集い町民と議会の対話の集い
　１月30日(火)に、西川町社会福祉協議会役員のみなさんと対話の集いを開催
し、多くのご意見をいただきました。
　今回の議会だよりでは、対話の集いでの主なご意見を紹介します。

西
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
役
員

の
み
な
さ
ん
と
の
対
話
の
集
い

【
組
織
】

★
社
会
福
祉
法
と
い
う
法

律
の
基
に
、
昭
和
55
年
に

で
き
た
組
織
だ
。
地
域
の

福
祉
を
推
進
す
る
目
的
で

営
利
組
織
で
は
な
い
。
皆

で
支
え
て
住
民
が
す
こ
や

か
な
社
会
を
作
る
こ
と
が

最
も
大
切
で
あ
る
。

★
過
去
の
協
議
会
組
織
は
、

町
長
が
会
長
で
、
そ
の
後

副
町
長
が
会
長
及
び
常
務

理
事
と
な
っ
て
い
る
組
織

だ
。
町
が
関
係
な
い
で
は

な
く
、
組
織
運
営
で
一
体

と
な
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

【
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

★
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

入
浴
事
業
は
昭
和
56
年
か

ら
運
営
し
て
き
て
、極
端
に

変
え
ら
れ
る
と
事
業
担
当

者
も
大
変
で
あ
る
と
思
う
。

運
営
補
助
金
１
０
０
０
万

円
➡
５
０
０
万
円
で
は
、や

って
い
け
な
い
し
、借
金
し
て

や
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

★
こ
れ
か
ら
も
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
運

営
す
る
に
は
、
補
助
金
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
議

会
と
し
て
も
対
話
会
で
聴

く
だ
け
で
な
く
、
提
言
と

い
う
か
強
く
町
に
話
し
し

て
ほ
し
い
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

★
東
日
本
大
震
災
の
時
に

岩
手
県
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
実
施
し
た
が
、
現

地
に
行
く
と
、
テ
レ
ビ
で

見
る
景
観
以
上
の
悲
惨
さ

を
痛
感
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
支
援
の
音
頭
を
取
る

の
は
社
会
福
祉
協
議
会
だ

と
思
う
。

★
東
日
本
大
震
災
後
の
研

修
会
で
、
滋
賀
浜
町
の
防

災
体
制
に
つ
い
て
、
し
っ

か
り
整
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。
仮
設
ト
イ
レ
も

常
時
準
備
し
て
あ
り
、
す

べ
て
町
で
対
応
し
て
い
る

と
聞
い
た
。
設
備
を
整
え

る
た
め
に
も
町
の
支
援
が

重
要
だ
。

▲社会福祉協議会役員の皆さんとの対話

参
加
者
の
み
な
さ
ん
の
声
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発
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編
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者
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議　

長　
　

菅
野
邦
比
克

《
編
集
委
員
》

　

委
員
長　
　

佐
藤　

光
康

　

副
委
員
長　

飯
野　

幹
夫

　

委　

員　
　

荒
木　

俊
夫

　

委　

員　
　

後
藤　

一
夫

　

委　

員　
　

佐
藤　
　

大

　

今
年
の
冬
は
こ
れ
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
の
無
い
暖
冬
少
雪
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
旅
立
ち
の
春
を

迎
え
桜
の
開
花
が
待
た
れ
る
頃
と

な
り
ま
し
た
。

　

過
去
最
大
と
な
り
ま
す
令
和
６

年
度
の
当
初
予
算
を
三
月
定
例
議

会
に
お
い
て
審
議
採
決
し
、
可
決

い
た
し
ま
し
た
。
月
山
湖
ま
ね
き

の
丘
艇
庫
の
建
設
、
ま
た
配
付
し

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
事
業
な
ど
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
年
は
町
制
施
行
七
〇
周
年
の

節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
八
〇

周
年
・
百
周
年
と
、
先
を
見
越
し

た
未
来
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
期

待
い
た
し
ま
す
。

        �

（
佐
藤　

大
）

わたしたちわたしたちののすっだいこと!すっだいこと!

　

ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
の
ジ
ャ
ン
バ
ー
を
作
っ

た
り
、
阿
弥
陀
屋
敷
な
ど
に
高
齢
者
が
座

る
ベ
ン
チ
を
設
置
し
た
り
し
ま
し
た
。

町
へ
の
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

　

山
形
新
聞
に
美
術
館
・
博
物
館
め
ぐ
り

の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
の
で
す
が
、
西
川
町

が
載
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
回
出
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
団
体
の
申

し
込
み
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
見
学
し
、
か
わ
ど
い
亭
で
食
事

を
し
て
も
ら
っ
て
、
大
井
沢
の
博
物
館
や

丸
山
薫
記
念
館
に
行
っ
て
も
ら
え
る
。
こ

こ
は
町
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
学
芸
員
も
来
て
く
れ

ま
し
た
の
で
、
さ
ら
に
充
実
し
た
資
料
館

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
は
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

毎
回
見
て
い
ま
す
。

　

議
会
中
継
も
Y
o
u
T
u
b
e
で
す
ぐ
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
よ
く
見

て
い
ま
す
。

ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

３
年
前
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
が
始
ま

る
の
を
機
会
に
町
で
募
集
し
て
生
ま
れ
た

ク
ラ
ブ
で
、
14
人
の
会
員
が
い
ま
す
。

　

歴
史
文
化
資
料
館
や
安
中
坊
歴
史
公
園

を
訪
れ
た
団
体
や
個
人
の
観
光
客
へ
の
説

明
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
年
金
者
協
会
な
ど
の
８
団

体
１
９
８
人
と　

町
の
行
事
で
来
ら
れ
る

皆
さ
ん
の
ガ
イ
ド
を
し
ま
し
た
。

　

史
跡
周
辺
の
清
掃
活
動
、
草
刈
り
、
雪

囲
い
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。　

訪
れ
た
皆
さ
ん
の
感
想
は
ど
う
で
す
か
。

　

大
江
公
の
展
示
を
目
当
て
に
来
る
か
た

が
多
い
の
で
す
が
、
よ
く
資
料
を
整
理
し

て
い
る
と
感
心
さ
れ
ま
す
。　
　

　

鉱
山
、
電
車
な
ど
の
展
示
を
見
て
、
西

川
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
め
る
。
閉
校
し
た

校
舎
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
る
。
月
山
の

眺
め
も
い
い
ね
、
と
言
っ
て
く
れ
る
方
も

い
ま
す
。

補
助
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

令
和
６
年
度
ま
ち
づ
く
り
団
体
活
動

補
助
金
交
付
団
体
紹
介

安
中
坊
歴
史
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ

会
長　

久
松 
武
志
さ
ん
（
吉
川
）

　

お
世
話
に
な
っ
た
教
職
員
・
在
校

生
・
ご
家
族
か
ら
の
大
き
な
拍
手
で
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
つ
く
っ
た
学
び

舎
を
巣
立
つ
卒
業
生
。
緊
張
し
た
姿
で

退
場
し
て
ま
す
が
一
人
ひ
と
り
が
発
表

し
た
中
学
校
で
や
り
た
い
こ
と
を
実
現

す
る
た
め
に
、
頑
張
る
闘
志
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

文
武
両
道
で
大
き
く
羽
ば
た
い
て
下

さ
い
。

や
り
た
い
こ
と
の

　
　

実
現
に
向
け
て

表
紙

　
　か
ら

▲久松 武志さん


